
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〃
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〄
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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今
回
は
合
併
が
テ
ー
マ
で
す
。
今
年
、
『
三
井

住
友
銀
行
十
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
三
井

住
友
銀
行
を
例
に
見
て
い
き
ま
す
。 

● 

2
0

0
1

年
に
発
足
し
た
三
井
住
友
銀
行
は
、
住

友
銀
行
と
さ
く
ら
銀
行
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
『
三
井
住
友
銀
行
十
年
史
』
に
は
、
両
行

の
合
併
の
経
緯
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
第
１
章
で

は
、
太
陽
神
戸
三
井
銀
行
の
発
足
（1

9
9

0

年
）

と
さ
く
ら
銀
行
へ
の
行
名
変
更
（1
9

9
2

年
）
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
神
戸
三
井

銀
行
・
さ
く
ら
銀
行
が
刊
行
し
た
社
史
は
、
期
間

が
短
か
っ
た
た
め
か
所
蔵
し
て
い
ま
せ
ん
（
未
刊

行
と
は
断
言
で
き
な
い
だ
け
で
す
。
以
下
同
）。 
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三
井
住
友
銀
行
を
社
史
で
遡
る 

ど
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
（
戦
後
に
分

離
）。
合
併
相
手
の
第
一
銀
行
の
社
史
か
ら
も
調
べ

る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

ま
た1

9
5
7

年
刊
行
の
『
三
井
銀
行
八
十
年
史
』

に
は
、
別
編
「
十
五
銀
行
小
史
」
を
設
け
、
帝
国

銀
行
時
代
に
合
併
し
た
十
五
銀
行
の
歴
史
を
百
ペ

ー
ジ
以
上
載
せ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
太
陽
神
戸
銀
行
は
、
太
陽
銀
行
と
神
戸

銀
行
が
合
併
し
て1

9
7

3

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
太

陽
神
戸
銀
行
の
ま
と
ま
っ
た
社
史
は
所
蔵
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
太
陽
神
戸
銀
行
の
歴
史
や
合
併

に
至
る
流
れ
を
社
史
で
知
り
た
く
て
も
、
当
館
で

は
残
念
な
が
ら
調
べ
ら
れ
な
い
の
で
す
。 （

裏
面
へ
） 

住
友
銀
行
は
『
住
友
銀
行
百
年
史
』
を

1
9

9
8

年
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。
住
友
銀
行
は
そ
れ
以
前

に
も
何
冊
か
社
史
を
出
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
行

わ
れ
た
大
小
い
く
つ
か
の
合
併
も
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。 

太
陽
神
戸
三
井
銀
行
は1

9
9

0

年
に
三
井
銀
行

と
太
陽
神
戸
銀
行
が
合
併
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

三
井
銀
行
も
『
三
井
銀
行 

一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』

な
ど
何
冊
か
の
社
史
を
出
し
て
い
て
、
戦
時
中
の

第
一
銀
行
と
合
併
に
よ
る
帝
国
銀
行
の
発
足
な 

 

記
録
さ
れ
た
合
併
の
歴
史
と
は 



 

●お問い合わせ先 神奈川県立川崎図書館 科学情報課 

210-0011 川崎市川崎区富士見２－１－４ 

電話：044-233-4537 ＦＡＸ：044-210-1146 

https://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/index.html 

 

（
表
面
か
ら
） 

太
陽
銀
行
は

1968

年
に
日
本
相
互
銀
行
が
改

称
し
て
発
足
し
ま
し
た
。1967

年
に
は
『
日
本
相

互
銀
行
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
同
行
の
前
身

の
大
日
本
無
尽
株
式
会
社
に
つ
い
て
も
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

神
戸
銀
行
は

1958

年
に
『
神
戸
銀
行
史
』
を

刊
行
し
て
い
ま
す
。1936

年
、
兵
庫
県
の
七
つ
の

銀
行
が
合
併
し
て
神
戸
銀
行
が
発
足
し
ま
し
た

が
、
そ
の
前
史
に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

● 

以
上
の
よ
う
に
、
三
井
住
友
銀
行
を
例
に
し

て
、
社
史
で
歴
史
を
遡
っ
て
み
ま
し
た
。
社
史
に

記
載
さ
れ
る
べ
き
歴
史
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で

の
合
併
に
よ
っ
て
消
え
て
し
ま
っ
た
り
、
空
白
の

時
期
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
あ
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。 

た
だ
、
社
史
担
当
の
立
場
と
し
て
は
、
合
併
し

て
お
し
ま
い
で
は
な
く
、
会
社
の
歩
み
を
何
ら
か

の
か
た
ち
で
記
録
し
て
ほ
し
い
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
（
自
治
体
の
合
併
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る

こ
と
で
す
が
…
…
）。 

 

（
科
学
情
報
課
・
高
田
） 

新着の『千島土地株式会社設立一〇〇周年記念誌』（2012年刊行）を手に

取って、すぐ「社楽」で紹介しなくては、と思いました。関西などで不動産

経営をし、飛行機リースを営み、大阪の水辺にアヒルのオブジェを浮かべる

プロジェクトなどにも携わる多角的な企業です（本社は大阪市住之江区）。 

 まず目についたのは、小さなグラデーションの布に包まれた５冊の英語版

の小冊子です。飛行機やアヒルなどの飛び出す仕掛けになっていました。 

本編の装丁もグラデーションの色合いがきれいです。外函の内側までグラ

デーションで印刷されていました。「ここにある」という絵本風の物語から

はじまり、会社の歴史も図版を多用してわかりやすかったです。安藤忠雄さ

んら著名人も寄稿されています。また、創業家の「芝川家の歴史」も読みや

すく、巻末の「資料編」には年表・索引も充実です。 

ぜひ社史室でご覧ください（英語版小冊子は館内閲覧のみです）。 

 

装
丁
の
凝
っ
た
社
史
、
入
荷
！ 

  


